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第４７回 宇部市廃棄物減量等推進審議会議事録 

・日時   平成 24年 8月 3日（金） 14時から 15時 20分 

・場所   宇部市役所 4 階 第 2･3･4委員会室 

・出席委員 

（会長） 今 井  剛 

木 下  昇 

土 井 幸 江 

長 谷 川 耕 二 

竹 中 敏 惠 

青 木 雅 史 

田 中 康 司 

岩 本 輝 行 

和 田 恵 実 子 

 （副会長） 臼 井 恵 次 

渡 壁 正 英 

藤 井 朊 子 

時 田 洋 輔 

千 々 松 智 恵 

甲 斐 裕 紀 

原 田 佳 章 

岡 﨑 嘉 子 

 

・欠席委員 

 鈴 木 春 菜   

・事務局  

市民環境部長 

市民環境部次長 

市民環境部次長兼環境保全センター施設課長 

環境保全センター業務課長 

資源循環推進室長 

環境保全センター施設課長補佐 

環境保全センター施設課長補佐 

環境保全センター業務課長補佐 

資源循環推進室主査 

資源循環推進室主任 

今 川 利 夫 

白 石 光 芳 

田 中 信 博 

伊 藤 真 吾 

森  朊 子 

師 井 康 文 

中 野 芳 和 

有 田 洋 一 

村 岡 和 弘 

大 田 康 二 

・資料 

１ 平成 23年度総括表 

２ ３Ｒの主な取組のＨ23年度実績について 

参考 ごみ処理フロー 

・次第・議事録 

１ 市民環境部長あいさつ 

２ 委員の紹介 

３ 会長・副会長の選出 

  互選により、会長に今井委員、副会長に臼井委員選出 

４ 会長、副会長あいさつ 

５ 議題 

(１)平成 23 年度のごみ処理実績等について 

(２)３Ｒの主な取組の進捗状況について 

(３)その他 
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会長 本日の議題２件プラスその他ということでありますけれども、まず平成２３年度の

ごみ処理実績等について、事務局から説明をお願いします。 

事務局 審議会資料「平成２３年度総括表」に基づき説明。 

会長 どうもありがとうございました。ただいま２３年度の総括表に基づいて、説明をい

ただきましたけれども、説明された内容に関してご質問等ございましたら、委員の皆

様の方からお願いしたいと思います。いかがでしょうか。 

会長  それでは、私から。 

３番目の最終処分量の所で、焼却残渣が２１年度を一番最低にして、２２年度、２

３年度と増加傾向にございますけれども、これは焼却灰のことですよね。これで何か

傾向等がございましたら、教えていただきたいと思います。逆にスラグの、一段上に

なりますけれど、スラグの発生量そのものは、発生量とは言わずに作った分だと思う

んですけれども、少し減っている所も見受けられますので、併せてご説明いただけれ

ば助かるのですが。 

事務局 

 

スラグの発生量については、２１、２２、２３年とほとんど変わっておりません。

それで、焼却残渣というのが、いわゆる焼却用の最後の不燃物、屑とか陶器屑とか砂、

鉄・アルミ以外の金属こういう物を含んでおりまして、こういった物が増えたという

ことになろうかと思います。 

スラグは、２１年度が２，２２９ｔ、それから２２年度は２，２２９ｔでこれも同

じです。２３年度が２，１４６ｔです。その内の再利用、コンクリートとかアスファ

ルトとか、そういった物への再利用が２１年度が約５５％で１，２２２ｔ、２２年度

は約５９％の１，３０８ｔ、それから２３年度は約５７％で１，２２２ｔです。 

会長 ここの表のリサイクル率の所に書いてあるのは有効利用されたスラグであって、生

成量その物ではない。 

事務局 そうです。 

会長 生成量は、どちらを見たら出ているのですか。 

事務局 生成量は出ていないと思います。 

会長 そうなんですね。生成量そのものはあまり変わっていないということですね。 

事務局 そうです。２，２２９ｔが２年続いて、２，１４６ｔという量です。 

会長 リサイクルの方に直接回った分が、２３年度が１，２２２ｔですね。 

事務局 はい、そうです。 

会長 ありがとうございました。 

副会長 

 

 すいません、私からちょっと失礼な質問をさせていただきたいと思いますけど、財

政上の理由で飛灰ですね、これを平成２２年度から、セメント原料とはしておられな

いという事ですが、これは、スラグの方に加算しているのかどうかお聞きしたいので

すが。 
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事務局 加算しておりません。 

副会長 では、飛灰は何処に出てくるのですかね。 

事務局 焼却残渣に入っております。 

副会長 入っていますね。 

事務局 はい。 

副会長 で、飛灰の処理は何処も非常に困っているのですが、セメントに入れないとすれば、

あとどのような処理をされておられるのか、ちょっとお聞きしたいのですが。 

事務局 これは、セメントを混ぜて、埋立地の方へ持って行っております。 

副会長 それから、もう一点ですが、リサイクルプラザの資源物、その左側にあるんですが、

スチール缶とアルミ缶ですね。スチール缶は、２２年度に比べかなり減少してます。

しかし、アルミ缶は増加しているという比率なんですが、これは単純に考えて搬入が

アルミ缶の方が増えたと考えてよろしいでしょうかね。スチール缶が減って。そう解

釈されてますか。 

事務局 そういった考え方でいいと思います。 

副会長 ありがとうございました。 

会長 他ございませんでしょうか。 

委員 ごみの総括表、毎年頂いておりますけど、これは提案ですが、あくまでも私たちは

廃棄物を減量するにはどうするのかというチームでございますので、ごみの排出量が、

いったい何処に手を入れたらいいのかという、その目安ですよね。数字もいいのです

が、丸グラフで書かれて、その内、燃やせるごみが約８割、それから、燃やせないご

みが何割と円グラフに書かれて、立体的に見られるようにした方が、毎年頂いており

ますが、数字ももう少し私たちに分かり易いようにされた方がいいんじゃないかと思

います。それとごみのほとんどが燃やせるごみですね、これをどうしていくかという

ことに力を注いで、例えば、あとの項目が全部０になっても８割位の項目は生ごみで

すので、これの対策に審議会もしっかりとテーマを絞った方がいいんじゃないかとい

うふうに思います。ご提案させていただきます。 

事務局 ご意見ありがとうございます。総括表につきましては、大変見難い表であるという

ことで、今後、円グラフ等で皆様方に分かり易いような資料も考えていきたいと思い

ます。それから、先ほどおっしゃられたとおり、燃やせるごみについて、かなり量が

増えているというところで、ここをどう減らしていけば良いかということで、今いろ

いろと３Ｒの施策を取り組んでいるところでございますが、これから先ここの燃やせ

るごみを減らすというところに力を入れまして、皆様方と一緒に新しいリサイクル等

の方法及びこの検討対策を考えさせていただきたいと思っております。以上です。 

会長 それにつきましては、次の議題の所でも、また、関連した３Ｒ取組という事で、ご

説明いただきますので、また、その時にお願いしたいと思います。 
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会長 他ございますでしょうか。 

よろしゅうございますか。 

それでは、第２番目の議題の方に移らさせていただきたいと思います。いま、ちょ

うど話題にも上りましたけれど、「３Ｒの主な取組みの進捗状況について」という事で、

本日配られたＡ４の紙で、資料２と右肩に打たれている分になると思いますけれども、

それについて、ご説明をお願いします。 

事務局 審議会資料「３Ｒの主な取組の進捗状況」に基づき説明。 

会長 どうもありがとうございました。ただいまの説明、３Ｒの主な取組の２３年度の実

績についてですけれども、ご質問等ございましたら、よろしくお願いいたします。い

かがでしょうか。 

会長 私から一点ご質問させていただきたいと思いますが、一般向けへの講習会が３８回

で受講者が６６０人近くいらっしゃるんですけれども、これは平成２３年度だけの実

績ですか。 

事務局 はい、そうでございます。平成２３年度の実績でございます。 

会長 かなり数多く、やられているんですね。 

事務局 はい、そうですね。環衛連の皆様のご協力をいただきまして、だんだん広がりつつ

ございます。 

会長 はい、ありがとうございます。 

実際に実施された方等の、何かお声とかアンケートとかは実施されている、あるい

は、実施する予定等ございますでしょうか。まあ、やってみたけど、随分難しかった

とか、思ったより簡単だったとか、夏はやっぱり臭いとか、いろいろあるんじゃない

かなと思うんですけど。 

事務局 私どもで、紙ベースでアンケートを取る形では、今のところ考えておりません。 

ただ、２３年度、講習会に職員が出向きまして、その中でいろいろ、皆様方のご意

見等をお伺いして、把握をさせていただいている状況でございます。 

会長 ありがとうございます。 

委員 段ボールですが、私も今、段ボールコンポストリーダーをやっておるんですけども、

宇部市のホームページにも出ておりますように、段ボールコンポストを使ってやられ

た方は、８割ぐらいの方がもう一回続けてやりたいというデータが出ております。私

も４回位やっておるんですけども、この段ボールコンポストの取組、また、自然環境

に優しいということで、非常に良い事で、すごい事だと思います。けれども、この７

８．６２％の現状にいかほどの貢献があったのか、これは、だいぶ数字的には厳しい

んじゃないかということで、運動としては、大変良いことだと思います。ただ、ごみ

減量に繋がるかどうかというのは、確かに繋がるけども、万分の一位の微々たるもの

で、果たして、これで目標の１人 １，０００ｇを切ることができるかということに

なると、もう少し他の方向を、これも続けていいと思いますが、他の方向に大きな問

題、やるべき事があるんじゃないかと、このように思います。 
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委員 段ボールコンポストは、お願いとして、ここにちょうど、文教委員さん、文教の委

員長も副委員長さんもいらっしゃいますので、その方達が続けていきたい為には、ど

うしたら良いかと、私も自分の校区でメンバー、リーダーさんとやりました。とにか

く、一点は高い。良い事をするのに何でお金が要るんだと、これが一点、それから、

やり方については、やっぱり、市の方と一緒になって、一年間、手取り足取り教えて

いただいた人達は、まず失敗がないと、そして、非常に生きがいとやりがいとそして、

貢献しているというものは、非常にすごいパワーというものを感じます。ですが、続

けるには値段と、それから、堆肥になって、お庭に入れなさいというのではなくして、

昔ありました何か回収する時にトイレットペーパー渡しましたよね、トイレットペー

パーで持って帰ってもらうと、出来上がった堆肥を有価で買い取りますとか、市の方

でやりますと、こういうのを行政さんの方にしっかりと、委員長、副委員長さんいら

っしゃいますので、行政から動かないと予算が付きませんので、こういう所にしっか

りと予算を使っていただいていけば、僕はもっともっといいと思います。 

それと、もう一点最後ですが、段ボールコンポストに対して最後、やはり目標がい

ると思うんです。市の７５，０００世帯内の何世帯までやるのかと、例えば段ボール

コンポストをする家庭を１割にするのか、その辺の数値目標をきちんと決めてやれば、

もっと、みんなが積極的に動くし、また、やっている人は非常に喜んでやってますの

で、あと、行政の方から援助をしていただければ都合よくいくと、このように思いま

すので、是非、話を聞くだけでなく実行へ、次年度に必ず、私忘れませんのでどうな

ったか、必ずお伺いしますので、よろしくお願いいたします。 

会長 具体的で、貴重なご意見をありがとうございました。何かございますでしょうか。よ

ろしいですか。 

事務局 ご要望として承っておきたいと思います。また、今後、ごみの減量ということで積

極的に取組む中で、今のご意見を反映させていけるようにしたいと思っております。

以上でございます。 

会長  ありがとうございます。他にございますでしょうか。 

委員  簡単な質問で申し訳ないんですけど、２番目の廃食油のリサイクル推進ですけど、

回収実績は分かりましたが、利用実績というのは、このまま回収した物を、そのまま

利用変わらずということなのか、生成しても変わらなかったのでしょうかという質問

です。２，３２２ℓをそのまま利用したのか、してないのか。 

会長 この中からどれ位のバイオディーゼル燃料として、再生された分があって、再生さ

れた分は多分全部使われていると思うんですけれども、どれ位、バイオディーゼルの

方に転換されたか。あるいは、専門的になって申し訳ないんですけども、生成物とし

てグリセリンがありますよね。そこらへんは、どういう風に、廃棄物として処理され

たのか、何かの副原料として、また使われたのか、情報があれば教えて下さい。 

事務局 実際、回収量に対しまして、約９割がＢＤＦになると一般的にはされております。

その生成物については、どう処理されているかについては、申し訳ございません。把

握しておりません。 
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会長 

 

それについては、実際にやっておられるのはアースクリエイティブさんの方でされ

ているとのことですね。 

事務局 はい、そうでございます。 

会長 他にございますでしょうか。 

委員 

 

昨年度もいろいろ取組みを確認させていただいて、すぐにここで出た事は、自治会

の回覧などで反映されているなということで、まあ、いい方向に行っているんじゃな

いかなと思うんですけど、やっぱり、リサイクルというのは、お金が土台としてかか

るところが結構多いと思うんですよね。そこは、行き詰まらないように少しづつ進め

ていく必要があると思うんですけど、リサイクルっていうことプラス、今回のリユー

スっていうことが入ってきているんですけど、今後、リユースという面で、他に市が

中心となって進めていくような事があるのでしょうか。 

事務局 現在、新しいリユースの施策というのは考えておりません。ただ、いまやっている

他のリユースの促進ということで、市役所内のさまざまな行事・イベントで、私ども

がリユースカップというのを持っておりまして、そのリユースカップの使用というこ

とで、ごみを減量するという事はやっております。今、皆様方の前にあるリユースカ

ップを行事・イベント等で使っております。 

委員 まあ、理想的な事を言うようなんですけど、缶とかビンとかリサイクルはしていく

んですけど、リサイクルするよりもリユースする方がコストがかからないということ

で、ドイツの方なんかっていうのは、もう、そういうのをずっと進めているというの

も１０年前位から聞いているんですけど、せっかくリユースが始まったので、リユー

スするっていうことは、お店の方達が立ち上がってくださらないとなかなか出来ない

と思うんですけど、それをするには、やっぱり行政が進んでいかれた方が良いと思う

んですよね。で、もう一声っていうか、もう一つ踏み込んで、その辺の所で、何か出

来たら良いんじゃないかなと感じます。なにか人ごとみたいで申し訳ないんですけど

も。 

会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ありがとうございました。先ほどちょっと、ご意見、一番初めの所であった分なん

ですが、例えば、段ボールコンポストがどれ位の件数のご家庭でやっていただいた時

に、どれ位のごみの減量となるのか、概算で良ければ出るんですよね。書いてありま

すように、だいたい家庭から出されるごみの３割、これは重さです。重さで３割程度、

その８割が水です。ですので、そういった意味では、それがどれ位減量されれば、ど

れぐらいのっていうのは、その、一軒当たりに換算する事が出来るので、例えば、宇

部市内１７２，０００人の方々の一軒当たり、一軒世帯数の何人位かというのは統計

をお持ちだと思うので、そこだけに割り戻して、だいたいどれ位の軒数で、例えば、

数％で済む話なのか、一割位もっていかないと全然減らない話なのかというような概

算は多分出来るんですよね。それで、校区当たり、これ位という割当数をもっていっ

て、本当にやって下さるかどうかは、かなり、あれかもしれませんけど、計算上はで

きるのかなと、あと、それに対して作った物を買い取るっていう事に関しては、いろ

いろやり方はあると思うんですけれども、一つは、水分量がそれだけ減っているので、

補助燃料が減らせると思うんですよね。で、その概算でその割戻しが出来ないかなと
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会長 

 

 

 

 

いうような形で、市の予算をさらに増やすこと無く、何か出来たら良いなという事を

勝手に、考えておりまして、ご検討いただければありがたいなあと。まあ、奥様方は

重々お分かりだと思うんですけど、水切りが悪いと９割が水なんですね。ですから、

そういった意味では、随分そこら辺をコンポストに持っていただくだけでも、焼却場

での取扱い等が変わってきますので、そこらへん少しご検討を。すぐにどうのこうの

という事では無いかもしれません。けれども、少しづつでも進めて行っていただけれ

ば、ありがたいかなという風に考えております。まあ、ちょっと勝手な意見を申して

申し訳ありません。 

他、ございますでしょうか。 

委員 あの、段ボールコンポストの話なんですけど、先ほど言われましたように、一応、

最初のうちは、無料で頂いて、いろいろ講習受けまして、続けておりましたけど、こ

れ一つ１，５００円での買取りなんです。結構やられてみると、最初は楽しいんです

けど、段々と虫が湧いてくると嫌気がさすみたいで、賛否色々あるんですよね。楽し

くやっていますという方と、いやこれは大変ですよという方と、それと、一戸建ての

家なんかはですね、畑なんかもあるでしょうし、庭も広いでしょうけど、アパート関

係になりますと、やりたくてもやれないですよ。これも、古着なんかと同じように、

もうちょっと推進してですね。そして、回収場所を決めて、そこに置くという事にす

ればもう少し増えるんじゃないかと。まして、いま言われたように、これを一つ１，

５００円で買ってですね、やれと言われてもなかなか厳しいんですよ。まあ、その辺

はですね、これを１，５００円出して買うんなら生ごみで出した方が楽だという声も

出ていますので、その辺もよくお考え頂けないかと思っております。よろしくお願い

します。 

委員 追加で、今の段ボールコンポストなんですけど、まず、販売方法ですね。買いに行

くのに数箇所しかないんですよ。それを、もう少し売りやすく、どこに行っても買え

るという、そのまず、販売の仕方というものも、是非検討していただきたいと思いま

す。それから、助成の方が出来ないんであれば、もう少し考えられて、安い物を仕入

れて、市で斡旋するとか、材料代計算すると、とても１，５００円にはならないんで

す。利益の方があまりに多すぎるんで、ちょっとその辺も考えて、何処で買っていい

かっていうのが分からない、それと、回収場所が分からない。ですから、古着と同じ

ように、例えば、センターに回収箱を置いて頂いて、そこに堆肥を置いて帰ると、腐

る物ではありませんので、堆肥を置いて帰る。こういう風に大きくルート立ててやれ

ば、市全体、市民全体が動くと思うんですよね。特に、ふれあいセンターというのは、

非常に行き来する方が多いんです。いま、特に住民票とかも取れるようになりました

ので、古着と一緒に隣に小さくていいので、段ボールコンポストの堆肥の回収場所を。 

もう一点大事なんですけど、廃食油をですね、昨年の委員さんから、今回絶対に言

って欲しいと言われて、昨年は廃食油の回収場所を検討しますと言われたのに、一年

経つが一軒から何十軒位増えたのでしょうか。私、実際に清水川に持って行くんです

が、３回持って行って、２回は入れられません。いつも満タンです。だから、車に廃

食油を持って帰る。これを何度も繰り返しています。ちょっと、カッーときたので、

業者さんに電話したら、毎週取りに行っていますと、それでもお客さんは持って来ら

れますと、非常にあれを固めて生ごみに出したり、ひどい人はそのまま流しから流し 
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委員 たり、そういう事される方が結構いらっしゃるんですよね。良い事をしたいというの 

は、人間の良心であるわけですから、それを大事にしていけばですね。もう一つ提案

を変えれば、荒ごみステーションに月一出しますので、そちらにペットボトルに入れ

ておいといていただくと。で、当然、業務の方から回収車がないとか、回収の人が足

らないとか、すぐ、そう言われます。それに対する対案もあります。それはですね、

業者さんに取りに来ていただくんですよ。そうすれば、その日のうちに、翌日に荒ご

みステーションから持って帰っていただければ、市の方は、何ら影響は無いと思うん

で、月一毎に持って行く。そして、もう一つはセンターに持って行く。古着はうちの

校区ですけれども、毎週持って帰ってもらう位、お持ちになられるんですって。ほん

とは、最初は、一杯になるのが一ヶ月かかるんじゃないかって、月一荒ごみに出すん

だから、そちらに持っていけばいいのだからと言っていた方も、こちらに持って行っ

たらリサイクルされて、人のため、世のためになるからと言って、わざわざ車でセン

ターまで持って行かれる姿を見て、ほんと人間というのはすごいなあと感じました。

そういう所をしっかり甘えて、いまのダンボールにしても、廃食油にしても、そうい

う風にされたら、市の方は税金を使わなくていいわけですから、そういう方向だけ、

行政と一緒に、また委員さんと一緒になって、各センターさんにお願いをして、段ボ

ールコンポスト、そして廃食油という、三点セットをですね。受付において頂ければ、

非常に良いんじゃないかと、このように思いますので、ご返答の方をよろしく。 

事務局 先程から、段ボールコンポストの助成、販売方法の改善、堆肥の回収場所を設ける。

それから、廃食油につきましては店頭回収の場所を増やす、ステーションの回収が出

来ないかという所で、大変たくさんのご意見をいただきありがとうございます。これ

については、３Ｒの推進という所で、総合的に検討させていただきたいと思います。

以上です。 

会長 ありがとうございます。 

他、ございますでしょうか。 

副会長 私の方から、二点ありまして、いまの段ボールコンポストの件ですけど、これはピ

ートモスを使われているやつですよね。 

事務局 そうです。 

副会長 他にもですね。私が前から提唱しているんですけど、ミミズのコンポストもありま

す。ただ、主婦に嫌われるから、嫌だということがある。ただ、非常に効率良いんで

す。実はね、シマミミズを入れます。京都大学の先生の完全なお墨付きもついてまし

てね。出来た物がものすごく有能で、堆肥としても、それから土壌改良剤としても非

常に有効であると。一つに絞るんじゃなくて、いま言われたように、せっかくお金出

して買われるんであれば、ピートモスにするのか、ミミズにするのか選択されてみる

のもいいのかなと思っております。それとですね、これは市の補足なんですけど、宇

部市はＢＤＦでは県内唯一、バスに使われております。山口県エコ市場という所にも

売買されております。で、宇部市のバスの使用状況が非常に評価が高いものでござい

ます。ただ、先ほど言った精製する場所、それから、その費用ですね、そのバランス

の問題が多分あろうかと思います。ですので、宇部独自の方法をおやりになるんであ 
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副会長 れば、この推進、みんなそこでつまづいてＢＤＦが進まないということが、精製の辺

にあるようでございますので、オリジナリティーを出すんであれば、エコ市場でちゃ 

んとＣＯ２として売って行く。削減量をですね。そういう事と上手いこと併せてやれれ

ば、市民と一体となってやれれば、そういう壁を打ち破れるのかなあと思いつつ、聞

いておりました。特に山口エコ市場、１ｔ当たり３，０００円というすごいお得なん

ですよ。ですから、それを利用されれば良いと思っております。 

会長 ありがとうございました。他ございますでしょうか。 

委員 このＢＤＦですね、ここに紙面にバスに使用したと書いてありますが、使用し続け

ているんですか。 

事務局 はい、現在も市内を走っておりますバス１台に使用しております。 

委員 利用されているということですね。はい分かりました。 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いまの廃食油ですが、業者さん、いま２ℓ１円でお金を出して回収しています。私は

長門まで見に行ったんですけど、非常に良い施設でやっていました。宇部にもあると

のことで、宇部も見ましたが、あまり大きなものじゃなかったですが、そのいまのリ

サイクルするための廃食油の回収に業者さんが、お客さんに１円を払って回収してい

るというのを、これをやっぱり、市の方でリサイクル事業の応援として、逆にあげる

という風にした方がいいんじゃないかなと思いましたね。私も、自分の所に取りに来

てもらった時に、１ℓ１円払いますというから、いらないと言ったが、いや、そうなっ

ていますという事で言われたんですけども、何か、向こうの現場に行ってみたら、お

金出してでも精製すれば、採算が取れると言っていました。やっぱり、そういう所に

税金は使った方が良いんじゃないかなという気がしました。市民が良い事をする。い

わば、それなりの心もちでいいですから、良くやっていますね。そういうものが廃食

油にしても、段ボールにしても、また、古着、古布は難しいですからね。そういう方

向でしていく事と、あと、燃えるごみの一番の残渣ですね。食べ物の売り残れとか、

それから、食材にする時の葉っぱとか、たくさん未使用の分が相当個々に持ち込まれ

ているようでございます。残飯ですね。これを豚の飼料にしているんです。ここもす

ごいなあと思ったのが、一日２４ｔの処理が出来るのに、四苦八苦して、皆さんから

集めても８ｔ位しかないと。非常に機械は立派なんだけど、肝心な材料が入って来な

いと。これも、推進委員会が検討してですね。こういう業者、企業にこそ、しっかり

と手を差し伸べて、生ごみをそちらに持っていけば良いんじゃないかなと思いました

ので、是非そういう所も検討していただきたいと思います。よろしくお願いします。 

会長 ありがとうございました。その他ございますでしょうか。よろしゅうございますか。

それでは、いろいろとご意見頂いた分については、また今後、検討をしっかり進めて

いくという事で、お願いしたいと思います。続きまして、最後その他の議題になりま

すけども、事務局の方で準備されている議題ございますでしょうか。 

事務局 その他といたしまして、先ほど議題１の平成２３年度のごみの処理実績等におきま

して、ごみの排出量が増えている状況、特に燃やせるごみの排出量が増えているとい

うことをご報告を申し上げたところでございます。それで、平成２３年の２月に策定

いたしました、一般廃棄物の処理基本計画におきまして、１人１日当たりのごみの排 
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事務局 出量を中間目標年度である、平成２７年度までに９３０ｇ以下にするとしております。 

平成２３年度の実績は１，０３９ｇという結果でございまして、平成２３年度の目標

値１，０３２ｇに達していないという状況でございます。また、リサイクル率につい

ても、目標値と乖離しているという状況でございます。 

先程ご説明しましたとおり、様々な３Ｒの普及促進事業を行っているところではあ

りますが、引き続きこれらの取組を更に強化していくとともに、今後新たな施策の展

開が必要であると考えております。そこで、現在、新たなリサイクル事業の検討にあ

たりまして、まずは、審議会委員の皆様のご意見を頂戴したいと考えております。 

現在、新たなリサイクルということで、事務局の方で考えておりますのが、水分量

が多いとされております、草木及び生ごみのリサイクルでございます。燃やせるごみ

のうち、草木と生ごみの水分率が８０％から９０％という風にかなり高いということ

で、焼却に係る経費も余分にかかっているという現状がございます。これらの水分を

減らす事により、ごみの排出量も抑制できるとともに焼却に係る助燃材を減らす事が

できるということは、既にご承知の事と思います。 

草木につきましては、自治会単位で排出される日曜清掃の草木類の堆肥化について、

今後の可能性を探ってまいりたいと考えております。次に、生ごみのリサイクルにつ

きましては、一般廃棄物の処理基本計画に定められております分別区分、いま９品目

の分別区分がございますが、収集運搬の見直しという事が必要になってまいります。

したがって、第一段階と致しまして、ごみの減量とごみ処理経費の削減の効果測定を

目的としまして、生ごみの分別収集モデル地区を設定し、ごみの排出、そして、収集

から資源化に至るまでの一連の実証実験を実施し、その効果と事業そのものの可能性

について、実証データを得たいと考えているところでございます。 

以上二点について、ご意見を頂戴したいと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

それから、８月２５日の土曜日に、「市民と考える市役所ダイエット作戦」というの

が開催されます。「市民と考える市役所ダイエット作戦」と言いますのは、事務事業の

総点検の一環として、職員自らが、点検した結果に基づく問題点や改善案を仕事見直

しサポーターという市民の代表者の方を交えて、公開の場で発表するというものでご

ざいます。当日は「生ごみ水切りダイエット」と題しまして、燃やせるごみの含水率

を下げる必要性を、市民の方に認識していただき意見交換をする事としております。

事務局といたしましては、市民の皆様方に対し、生ごみの水切りの啓発、段ボールコ

ンポストの取り組みを更に進めていきたいと考えておりますので、お時間の許す方は

是非、傍聴にいらしてください。以上でございます。 

会長  ありがとうございます。いま、その他のところでございましたけれども、新たなリ

サイクルの取組に関して、いまご紹介いただきました。草木類あるいは生ごみに関し

て、草木に関しては、自治会清掃に関して、それを焼却するのではなくて、他に方法

はないか。主には、堆肥化だと思うんですけれども、そのような方向での検討、さら

に生ごみに関しては、モデル地区を設定しての実証実験という形での、いま検討に入

っているような所でございますが、何かご意見をいただければという風に思いますの

で、よろしくお願いいたします。いかがでしょうか。 
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会長 

 

 

 

 

 

 

 

まだ、ちょっと具体的に何処でというようなところとかがないと、なかなか意見が

申しづらいところもあると思いますけれども、その二つの新たなリサイクルに関して

の検討を進めていく事に対して、ご了承いただければと思いますし、先ほどからいろ

いろとご提案いただいておりますので、それとも絡む所がかなりあると思いますので、

そういう所を検討を進めていただくということで、よろしいでしょうか。 

（異議なし） 

では、そのように進めさせていただければという風に思いますので、よろしくお願

いします。 

事務局 ありがとうございました。 

会長 

 

 

 

その他、ございませんでしょうか。こちらで、事務局の方で用意した議題としまし

ては、以上でございますが、委員の皆様から何か、この機会にございましたらと思い

ますけど、いかがでしょうか。その他事項としてございましたら、よろしくお願いし

たいと思いますが。 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今の提案に関して一番の問題は水ですから、この水対策をこういう所にもしっかり

提案して、水対策をどうするのか、女性もいらっしゃるし、主婦の方もいらっしゃい

ますが、台所の水対策、生ごみを出す時の半分が水なんですから、その対策をもっと

具体的に入れたら良いんじゃないかと思うんですよね。これは、お金をかけなくて出

来る事ですから、いつもＰＲ版とか裏に書いてありますけど、書いてあるだけじゃあ、

いまいちで、今回モデルの中に入れて頂いて、水切りをこうしてやるんだというのも

一つ入れた方がいい。パッカー車も二台が一台でいいわけですから、一台は水積んで

走っている訳ですから、そういう面では、是非その辺を明記されたら、１，０００ｇ

切るんじゃないかと思いますので、是非よろしくお願いします。主婦の委員さんに聞

いてみて下さい。主婦の方、水切り対策、是非、どうやっているかという事を。 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

単純な事ですけど、ごみをビニール袋に入れる時に、下に穴を開けて、少し水を切

ってから、ごみに出すようにしてます。はっきり言って、あれだけパンフレットが回

っていますけど、現実にごみを出す人を見ていると、そのままバサッと移したら、水

を切ってません。だから、ちょっと穴を開けているだけでも、水切り量が違ってくる

と思いますので、現実にパンフレットだけでは、年中、水切って、ごみ減量しましょ

うと書いてあっても、うちに何人かアルバイトいますけど、見ていると絶対、そのま

ま、ビニールに移して捨ててている。その場で目につくと、チェックするんですけど、

やっぱり、ＰＲを読んでても、やるって気が皆さん無いようです。 

委員 

 

 

 

 

 

 

自分でやっているのが、三角コーナーに、市販で売っている、三角コーナー用の網

を敷いて、その中に生ごみを入れていまして、出す時に絞って、それ以外の下に溜ま

ってしまう、流しの所に、それは、手に取って、三角コーナーの網を出す前に入れて、

一緒に絞って、そして、新聞紙で包んで出しています。で、多分、回覧版とかで回っ

て来ていますよね。なかなか、見られる方は少ないかもしれないので、自治会単位で

具体的にこうして絞って出すと、もっと減るっていう風にやらないと、多分そこまで

意識が回らないと思います。以上です。 
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会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どうも、貴重なご意見ありがとうございます。やはり回覧版など、いろいろな形で

ＰＲっていうのは、いままでは出されてきているとは思うんですけれども、やはりも

う少し、実際に具体的にもうちょっとプラスアルファーでお見せすることによって、

こういう風にやると、実はあと一割切れますよとかですね。一割というのは、一割程

切れるかどうかは、ちょっと分からないんですけども、そういう具体的なものをホー

ムページ等でもう少しやってみるとか。印刷物を入れると結構お金がかかってしまう

んですけれども。多少なりと目に見える所でＰＲをしていければ良いかなと思ってお

ります。そういう所を考えますと、やはりもうちょっと広報のやり方というのも、も

ちろん見ておられる方もいらっしゃると思うんですけど、人の年代とか性別とか、そ

ういう所にもよっても見る所がちょっと違ったりとかしますので、そういう所で少し

広げていけたらなと考えております。よろしくお願いします。他ございますでしょう

か。 

よろしゅうございますか。それでは、以上で用意していただいた、議題全て終了と

なりましたので、本日の第４７回宇部市廃棄物減量等推進審議会を閉じさせていただ

きたいと思いますがよろしいでしょうか。 

どうもありがとうございました。 

事務局 ありがとうございました。以上を持ちまして、全ての日程を終了します。皆様お疲

れ様でした。ありがとうございました。 

 


